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戦前期 に おけ る理 想 的な娘の 教養 と遊芸の 位置

歌川光
一

（東 京大 学大 学院 ・日 本 学術振興会 特別 研究 員）

1．研究の 背景

　近年 の 「少女」、「オ トメ 」、 「女学生 」を対象

とす る 、 教育の 歴 史社会学的研 究にお い て は 、

「良妻賢母 」像 に収ま らない 、中上層青少年女

子 の 多様 な文 化状況を 明 らか に して い る（本

田 1990、川村 1993、吉 田 2000 、今 田 2007 、

稲垣 2007 ほ か）。 と りわ け稲垣 （2007）は 、女

学生文化 の
、

モ ダ ン な教養文化 （近 代的学間

や教養、西洋音楽や芸術 など）、た し なみ 文化

（伝統的な和漢の 教養や、茶道、華道、箏、三

味線等 の 遊芸 など）、大衆 モ ダ ン 文化（雑誌 、

映画、ラジオ等を媒介 とす るサブ カ ル チ ャ
ー

文化）の い ずれ に も接触 しつ つ 、特化 され ない 、

捉え難い もの と して の 性質 を明 らか に し、そ

れゆえに社会 的批判 を招い た事を指摘 して い

る。

2．本 研究の 目的

　しか し 、 戦前 期の 中上層 青少年女子 の 教養

にお ける 「た しなみ 」文化の 位置づ けに つ い て

は 、 そ の 把握の 重 要性 が指摘 され つ つ も（稲垣

2009）、未だ十分 明 らか に は な っ て い ない 。

こ れは、化粧や 日常的な動作 を含む、身体的

な 「た しなみ1の 実像の 捉 えづ らさと同時に、

あくまで家庭 文化 として存在 して い た可能性

が高い 「た しなみ」 （小林 2007）に、「少女」、
「オ トメ」、「女学生 」 とい っ た 、多少 な りと

も親や学校の 目か ら離れた雑誌や交友関係 に

存在 した表象 か ら接近す る こ との 限界 を示 し

て い る と も考え られ る。

　本研 究は、「た しなみ 」の 対 象を 「遊芸」
1に

1　 「遊芸」 は 「遊 び 」
一

般 を 指す場 合 もあ る が 、狭

義 に は 「遊 び の 近 ［凵：的 表 出 の
一

形 態 」 を 意 味 し、戦

前期 に広 く用 い られ た言葉 で あ る 。
「論 語、詩 文、連

歌、連俳 、有職、能、鼓、箏、一
節切 、浄瑠 璃、踊 、

小 歌、滑稽、曲 芸、口 上、書道、茶 道 、立 花、香道、
蹴 鞠 、楊 弓、囲 碁、遊 女、野 郎 」

…とい っ た諸 芸 は、
中世に お い て は独学独習の 「Tす さび 」 と し て 存在

す る場合もあ っ た が、近世 に お い て 、「師匠に つ い て

芸 を 習 う弟子 が い る 世 界 」 と認 識 され る よ うに なる

（熊倉 2003 ：1−2）。大正 ・昭和戦前期の 余暇 ・娯楽 に

関わ る 社会 調査 を 参 照す れ ば、茶 の 湯、生花 、琵 琶 、

限定 し、ま た、戦前期の 中上層青少 年女子 を、

あ くま で 親の 管理 下 にあ る 「娘」（及 び それ に

関わ る 「令嬢」、「処女」等〉と捉えた 上 で 、理

想的な娘の 教養 に お け る遊芸 の 位置 を明 らか

にす る こ とで 、戦前期（1900 〜1940 年）中上層

青少 年女子 の 「た しなみ 」文化 を家庭文化の 視

点か ら捉 え る こ とを 目的 とす る 2
。

　なお 、戦前期 にお け る遊芸習得の 量的規模

を直接的に 知 る こ と の で きる資料は 管見の 限

り存在 しない が、本研究にお い て は 、校 内調

査等の 記録（表 1 の 網か け部分参照）か ら、遊

芸習得が 戦前期 の 中上層 青少年女子 に少 なか

らず行われ て い た こ とを想定す る 。

表 1 ： 就学者層青少年 女子 の 主要 な稽古 事とその 割合
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出典）以下を参照、確認 し、筆 者作成．  東京府教育界（1916 ／248−249 ）、
  稲 垣 （20e7 ：30）、  稲 垣 （2007 ：24）、  貝 田 （2004 ）、  桑 原

（19S2 ：lS9一且60、　且70 −172）“

3．資料及 び方法

　本研究で は、戦前期 の 理 想的な娘 の 教養像

に接近す るに際 し、婦人雑誌を分析 の 素材 と

す る 。
こ こ では 、   実在す る娘を女性 が 「見 る」

対象 とし て 、グラ ビ ア 等を通 じて 、先駆的に

紹介 した（佐久 間 1995 ）、   中上 層 、と りわ け

上流階層 の娘の 教養の あ り方が紹介 、議論 さ

れ、鈴木（2000）等 の 先行研究 と異な る階層 の

文化状況 を明 らか にで きる と予想 され る、 

戦前期を通 じて 固定読者を掴 み（永嶺 1997）、

尺 八 、箏、三 味線、踊、謠等が、庶 民 が 習い 覚 え る

「遊 芸 」 と して 挙げ られ （東 京 府 教育会 1916、権 田

1923 ：103−156、東京市役所統計課 1926−1936）、本研

究に お い て もこ れ らの 稽古事 を 「遊 芸 」と して 想 定 す

る。
2

先行 研 究 と して 、戦 前 期の 『主 婦 之 友』か ら、遊

芸を含 む 稽古事イ メ
ージ を検討 した鈴木（200）の 論考

や、『婦人 グ ラ フ 』 に お ける 令嬢像 を検討 した 高月 ・

能 澤（2003）等 が 挙 げ られ る。
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通 時的に分析可能で ある、とい う理 由か ら、

『婦 人画 報』（1905 年 7 月創刊、近事画報社）

中心 として用 い つ っ 、『婦 人世界』、『女学世界』、

『主婦之 友』、『婦人倶楽部』を補足的に用 い

る 。

　分析方法 として は 、第
一

に、『婦 人画報』を

中心 と して 、各誌 の グ ラ ビ ア す べ て に 目を通

し、そ こ で紹 介 され て い る娘 とそ の稽古事に

つ い て 量的に把握す る。第二 に、上記 の 雑誌

の 目次か ら、  「娘」や 「令嬢」、「処女」等の 「娘」

の 呼称、  「遊芸」、各遊芸名 、  「た しな み 」、
「稽古」等、遊芸習得に 関す る用語が含まれ る

論説、座談会記事を収集 し た上 で 、娘 の 教養
に お ける遊芸 の 位置に 関わ る言説 を検討す る。

4．分析結果 の概要

　まず 、グラ ビ ア に お い て 、1900 〜 1910 年
代 に至 るまで 、高等女学校 で の 茶 の 湯、生 花
の 稽古や、校内行事の 余興 、 生花 の 競技会 、

箏 の 温習会な ど、遊芸 は 集団で 習得、披露す

る もの と し て 掲載され て い るが、1920 年代半

ば頃か ら、令嬢写真 の キ ャ プ シ ョ ン にお い て 、

嗜み深 さを強調す る 「趣味」 の
一

つ （「日本趣

味」）と し て 、遊芸が 数多く紹介され るよ うに

な る（例 と して 以下図 1 参照）。 さらに 1930
年代以降は 、 遊芸 の 稽 古場で の レ ッ ス ン の 様

子 が師匠 と共に レ ポー
トされ る よ うにな る 。

図 1 ：『婦人 画 報』グ ラ ビア に お け る遊芸 をた しなむ令嬢の

　 　 割 合 （5月 号）

1zo 写…一一一一一　　．…　．　．．　　・一一一一一一…　　 i

婦人、とい っ た名流婦人 に よる実践紹介が登

場 し、娘の 遊芸習得は、近 い 将来に母や 妻 と

して 家庭 を彩るた めな らず、娘の 立場か ら
一

家団欒 に寄与す る手段 として 肯定的に論 じ ら

れ て い く。また 、『婦人画報』は 、
304 号 （1930

年 11 月 1 日発行）か ら、遊芸 を含む 稽古事
の 教師、師匠を斡旋す るた め の 「女芸相談欄」

を設けるに至 っ て い る。

　以上 の よ うな分析 を通 じ て 、 戦前期 にお い

て 、遊芸習得は、必 ず し も娘 自身 の 憧れ の 対

象で は なか っ た が
、 実用 的か否か にかか わ ら

ず、夫や子 ど もと 「趣 味を一致」 させ る余裕
の あ る女性を連想 させ る手段 と して位置つ い

て い っ た こ とを示 唆す る 。
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注）こ こ で は、刊行数 が 多い 5 月 号 の 結果 を掲載す る。具 体

　的 に は、グ ラ ビ ア の 中 か ら、「○ ○家 の 」 「娘 」、「長女」、
　 「令嬢」 等 として 登場す る人物 をカ ウン トし、そ れ らの

　うち、遊芸 を（に ）「稽 古 して い る」 「た しな んで い る」 「励

　ん で い る 」 と紹介 され る 娘の 割合 を算 出 し た．

　また 、娘 の 教養に関わ る議論にお い て 、日

露戦争後、遊芸が家庭 の 「趣味」 の
一

つ と捉

え られ始 める が、大 正期頃か ら、婦人雑誌各

誌 に、夫が謠 曲、常磐津を、自身が箏と歌沢

を、娘が箏、長唄、踊 を習 う婦人、箏 ・長唄

に 関 して 、専 ら娘 の 「善良な聴 き手 」 とな る
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